
 
 
 
 
 
 

社会の中でいろいろな人と協働して生きていくための知恵の一つ「合理的配慮」 

たがの杜小中学校 校長 北川 大樹 

結果として１０月２７日（富士森競技場）・１０月２９日（第二小学校）の２日間に渡っての開催となりましたが、お
かげさまでスポーツフェスティバルの全種目が終了しました。成績発表や表彰、閉会の言葉などが残っていますが、
閉会式については、日程調整が完了した段階でお知らせいたします。また、保護者をはじめとする多くの地域、本
校関係者の皆様には、度重なる日程調整の上、会場までお越しいただき、たがの杜の子どもたちに対する励ましや
応援の言葉を頂戴しました。改めて感謝申し上げます。 

さて、頂戴した励ましや応援の言葉には、共通していることがあることに気が付きました。それは、たがの杜の子
どもたちは「ちゃんと待つことができるんですね」「最後まで説明や話を聞くことができますね」ということです。これ
らの言葉から、私たちが大切にして指導を積み重ねてきたことを肯定してくださっていると受け止めさせていただき
ました。やはり、嬉しいですし、同時にたがの杜の子どもたちを誇らしいと感じます。確かに、いろいろな人と学習や
生活、活動をする場合、私たち大人にとっても“待てる”“話を聞ける”は基本中の基本です。しかし本校の場合、９
学年の児童・生徒が一堂に会するため、この“いろいろ”のレベルがさらに高まります。私たちは、むしろそのような
教育環境を活かしながら、子どもたちに何をどのように教え、身に付けさせていくことが必要なのでしょうか？いわ
ば、本校ならではの教育課題であり、その解決に向けた具体的な一手をどのように実行しようかと試行錯誤してい
るところです。 
  その具体的な一手の一つが、表題に示した「合理的配慮」です。１０月８日の全校朝会（四中校舎）の校長講話
では、このテーマを取り上げました。下に生徒らに話した内容をお示しします。なお、二小校舎では１１月２日（月）
の全校朝会にて、平易な言葉で、スライド付きで話をしました。 

 
 

 

 
 

今日は「この学び舎で生活する生徒、教職員を合わせると約３００名、みんなが自分らしく、安心して学校生活
を送るために大切なこと」について、少しお話しします。みなさんは「合理的配慮」という言葉を聞いたことがあ
りますか？ 少し難しい言葉に聞こえますね。実は私たちの身の回りにある、とても身近で大切な考え方のことで
す。ちなみに、この「合理的配慮」は、２年前の 2024 年４月に改正された「障害者差別解消法」という法律で規
定されました。 

この「合理的配慮」とは一体どういうことなのでしょうか？具体的な場面で考えてみます。例えば、私のように
メガネをかけている人がいますね。文字が見えづらい時にメガネをかけるのは当たり前のことですし、誰も「ずる
い」とは言いません。また、足が不自由で、階段を上るのが難しい人がエレベーターやスロープを使ったり、車椅
子を利用したりすることも同じです。人にはそれぞれ、得意なことや苦手なこと、得意な感覚や身体の特徴があり
ます。ただし、これらは目で見て分かる例でした。次に、見た目では分からない例です。「耳で聞くより、文章を
見た方が内容を理解しやすい」 「賑やかな場所だと集中しづらいけれど、静かな場所なら力を発揮できる」 「大
きな音や特定の刺激がとても苦手」…ありますよね。いや、もっと現実的には多種多様にあるんです。 こうした
一人ひとりの「困りごと」や「違い」に対して、周りの環境や関わり方を工夫し、みんなが同じように学び、活動
できるように手助けや調整をすること。これが「合理的配慮」です。 

大切なことは、合理的配慮は決して「誰かだけを特別扱いすること」や「甘やかすこと」ではないということで
す。 みんなが同じスタートラインに立ち、自分の力をしっかりと発揮できるようにするための「環境の準備」で
あり、一人ひとりに認められた当たり前の権利なのです。学校という場所は、一人ひとりが違った魅力や特性を持
った人たちが集まる小さな社会です。自分が当たり前にできることが、誰かにとっては大きな壁になっていること
もあります。逆に、誰かが当たり前にやっている工夫が、自分を助けてくれることもあります。もしクラスや部・
クラブ活動で、自分とは違う方法で勉強していたり、特別な工夫や配慮を受けながら過ごしたりしている友達、仲
間がいたら、ぜひ「なぜだろう？」と考えてみてください。そして、「特別扱いされている」と思い込み、決めつ
けるのではなく、「みんなが過ごしやすくなるための工夫をしているんだな」と理解し、温かい目で見守ってくだ
さい。同時に、みなさん自身も「困っていること」や「やりづらさ」を感じたら、一人で抱え込まずに、先生や周
りの大人に相談してください。お互いの違いを知り、お互いが過ごしやすい方法を一緒に考えていくこと。それこ
そが、みんなにとって心地よい学校を作る第一歩になります。 

１０月２４日のスポーツフェスティバルに向けた練習が本格的に始まりましたね。９学年の児童・生徒、教職員
を含めたら約８５０名が一体となって一つの行事を盛り上げ、活動するということになります。私は、これは全然
当たり前のことではなく、みんなの合理的配慮で奇跡を創り出すことだと思っています。 



二小校舎から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第四中校舎から

当日の様子

総合防災フェアでの演奏

当日の様子




